
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 

けいしちょう安全安心モニター 

 

第３回アンケート調査結果 
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けいしちょう安全安心モニター制度 

 

■  目的 

  「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向けた諸対策を効果的に推進するた

め、警察業務における課題等に関し、都民等からの意見や提案をインタ―ネット利用

によるアンケートを実施することにより集約し、迅速かつ効果的に施策等に反映させ

ることを目的とする。 

 

■  制度の概要 

   １  調査対象者（けいしちょう安全安心モニター）  

      満１８歳以上の都内在住、在勤又は在学する者 １，０００名以内 

    ※ 警視庁ホームページ上でモニターを公募し、応募者の中から、性別、年代、 

居住地域等を考慮して候補者を選定し、電子メールにより通知（依頼） 

 

   ２ アンケートの実施 

    ○ 調査方法  

         インターネットを利用したアンケートによる調査 

   ○ 調査項目（アンケートテーマ） 

       重点的に実施している施策や今後取り組む課題等に必要な事項 

○  調査回数 

         平成２６年度内に３回実施 

 

   ３ 謝礼 

       アンケート１回につき、図書カード（５００円券）１枚を年度末にまとめて交付 

－１－ 



 
■ 調査テーマ                                                              

  「体感治安の向上、子供のスマートフォン利用に対するルールづくり、インターネットの 

利用」について                                          

■ 調査目的                                                                                                                                                                                         

    体感治安の向上、子供のスマートフォン利用に対するルールづくり、インターネットの利用 
について調査し、今後の施策等の参考とするため。                                                    

■ 調査期間                                                                      

  平成２７年２月１２日（木）から平成２７年２月２３日（月）までの間                                                                        

■ 調査方法                                                                     

  インターネットを利用したアンケート調査                                                                                                                            

■ 調査対象（平成２６年度けいしちょう安全安心モニター）                                 

  ９９３名                                                                                                                                                                                                 

  ※  公募した満１８歳以上の都内在住者、在勤者又は在学者                                 

■ 回答者数                                                                                        

   ９０７名（回答率 ９１．３％）                                                   

■ 回答者の属性 

                                                                                             回収数 構成比

907 100.0%

462 50.1%

445 49.9%

6 1.1%

50 6.4%

172 20.1%

266 28.9%

149 16.2%

145 14.9%

119 12.3%

321 35.8%

16 2.1%

84 9.1%

95 10.5%

21 3.2%

207 22.6%

128 13.2%

35 3.6%

　２３区部 617 68.3%

　市町村部 273 29.6%

17 2.1%

属　　　　　　　　性

全　　　　　　　　体

居住地域別
都内在住

　都外在住

職
業
別

　会社員

　公務員

　自営業

　パート・アルバイト

　学　生

　主　婦

　無　職

　その他

　６０代

　７０歳以上

性
別

　男　性

　女　性

年
代
別

　１８歳～１９歳

　２０代

　３０代

　４０代

　５０代

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要 

※  集計結果は、百分率（％）で示している。小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのため、合計が 100.0％になら

ないものがある。 

 ※ ｎ（number of cases)は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するかを示す。                              

－２－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度けいしちょう安全安心モニター          
第３回アンケート 

「体感治安の向上、子供のスマートフォン利用に対するルールづくり、インターネット

の利用」について 

  「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向け、警視庁では、「規範意識の向上」と「地域の 

絆の再生」をキーワードとして、「犯罪の起きにくい社会づくり」に取り組んでいます。       

 今回のアンケートは、『体感治安の向上、子供のスマートフォン利用に対するルールづくり、インタ

ーネットの利用について』をテーマに調査し、今後の施策等に活用させていただくものです。 

◇ 体感治安の向上について 
                                                         
   Ｑ１    昨年１年間の都内における犯罪の発生件数は、一昨年と比べてどうなっ 

たと思いますか。                          ･････ ４                                                                                                                                                                       
   Ｑ２  一昨年と比べて昨年は増えたと感じる犯罪がありますか。       ･････ ５                    
  Ｑ３  警察は、今後、どのような犯罪の発生を減らすことに最も力を入れるべ 

きだと思いますか。                         ･････ ６ 
  Ｑ４  Ｑ３で警察が最も力を入れて減らすべき犯罪として回答を選択したのは 
     どうしてですか。                          ･････ ７                                  
 
◇ 子供のスマートフォン利用に対するルールづくりについて 
  Ｑ５  子供にスマートフォンを持たせるに当たり、その利用に一定の制限を与 

えるなどルールを設けることについてどう思いますか。         ･････ ８ 
Ｑ６  子供のスマートフォン利用に対し、ルールが必要だと思うのはどうして 

ですか。                              ･････ ９ 
  Ｑ７  子供がスマートフォンを利用するに当たり、どのようなルールが必要だ 
     と思いますか。                           ･････ １０ 
  Ｑ８  ルールを子供に守ってもらうためには、どのようなところでルールをつ 

くることが必要だと思いますか。                   ･････ １１ 
  

◇ インターネットの利用について                       

  Ｑ９  パソコンやスマートフォン等で会員制サイトやオンラインパンキング等 
を利用する際には、ＩＤ・パスワードを登録してログインする必要がある 
ところ、どのくらいのサイト等でＩＤ・パスワードを登録していますか。 ･････ １２ 

  Ｑ１０ 利用するサイトやサービスごとに異なるパスワードを設定していますか。･････ １３ 
  Ｑ１１ パスワードをどのように管理していますか。             ･････ １４ 
  Ｑ１２ パスワードを定期的に変更していますか。              ･････ １５ 
  Ｑ１３ パソコン等をインターネットに接続するに当たり、家庭用ルーターを使 

用していますか。                          ･････ １６ 
  Ｑ１４ 家庭用ルーターが、悪意を持った者からアクセスされ、インターネット 

バンキングを利用した不正送金やインターネットサービスを停止させる攻 
撃に悪用される可能性があることを知っていますか。          ･････ １７ 

  Ｑ１５ 家庭用ルーターの脆弱性への対策として、製造会社が提供する内部ソフ 
トウェアのアップデート（更新）を行っていますか。          ･････ １８ 

  Ｑ１６ 家庭用ルーターのアップデートについて、更なる普及を図るためにはど 

     のような方法が効果的だと思いますか。                ･････ １９ 

  Ｑ１７ どのくらいの頻度で身に覚えのないメールが送られてきますか。    ･････ ２０ 

  Ｑ１８ 身に覚えのないメールについては、どのような内容のものでしたか。  ･････ ２１ 

  Ｑ１９ 身に覚えのないメールを受け取った際、どのように対応していますか。 ･････ ２２ 

・・・・・４

・・・・・５

・・・・・６

・・・・・７

・・・・・８

・・・・・９

・・・・１０

・・・・１１

・・・・１２

・・・・１３

・・・・１４

・・・・１５

・・・・１６

・・・・１７

・・・・１８

・・・・１９

・・・・２０

・・・・２１

・・・・２２

・・・・２３

－３－ 

の利用」について 



【全 体】(ｎ=907)とても 

減った 

0.8% 
少し減った 

14.9% 

あまり 

変わらない 

56.2% 

少し増えた 

23.2% 

とても 

増えた 

5.0% 

とても 

減った 

0.7% 
少し減った 

15.4% 

あまり 

変わらない 

52.5% 

少し増えた 

25.9% 

とても 

増えた 

5.6% 

とても 

減った 

1.0% 
少し減った 

17.7% 

あまり         

変わらない 

48.7% 

少し増えた 

26.4% 

とても 

増えた 

6.1% 

【全 体】(ｎ=863)【全 体】(ｎ=911)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体感治安の向上について 

Ｑ１ 昨年１年間の都内における犯罪の発生件数は、一昨年と比べてどうなったと思いますか。    

該当する項目を一つだけ選んでください。 

－４－ 

今回の実施結果 

平成２５年度の実施結果 平成２４年度の実施結果 

※ 「とても減った」 

 ＋「少し減った」 

＝ １５．７％ 

 

※ 「とても増えた」 

＋「少し増えた」 

＝ ２８．２％ 

※ 「とても減った」＋「少し減った」 

＝ １６．１％ 

※ 「とても増えた」＋「少し増えた」 

 ＝ ３１．５％ 

※ 「とても減った」＋「少し減った」 

＝ １８．７％ 

※ 「とても増えた」＋「少し増えた」 

＝ ３２．５％ 

 



【全 体】(ｎ=907)

70.1  

63.8  

57.6  

45.5  

39.3  

35.2  

27.8  

25.1  

21.4  

21.2  

19.8  

17.8  

16.4  

9.8  

9.7  

9.6  

8.8  

5.4  

4.9  

4.1  

3.9  

4.3  

2.8  

0% 20% 40% 60% 80%

 

 

 

 

 

 

※ グラフ右側の数値は、平成２４・２５年度第４回アンケート実施時のものです。 

前回までの結果 

２５年度 ２４年度 

21.0 25.4 

68.5 54.4 

56.9 78.1 

40.6 41.7 

66.4 41.3 

33.4 38.9 

19.4 32.8 

32.4 33.5 

21.3 29.3 

25.2 選択肢なし 

21.8 21.1 

20.4 24.7 

22.7 選択肢なし 

9.0 13.0 

9.3 12.6 

1.4 5.9 

3.3 4.4 

5.5 7.8 

6.9 4.1 

4.9 8.0 

4.0 8.1 

4.4 5.0 

3.2 2.7 

覚せい剤や危険ドラッグなどの薬物犯罪 

母さん助けて詐欺などの振り込め詐欺 

インターネットを利用した犯罪 

強盗や殺人・通り魔殺傷事件などの凶悪事件 

ストーカーやつきまとい 

痴漢や盗撮などのわいせつ行為 

少年による犯罪 

悪質商法 

暴行や傷害 

夫婦間暴力（ＤＶ）や家庭内暴力 

来日外国人による犯罪 

空き巣などの屋内に侵入しての泥棒 

ひったくり 

自転車の盗難 

恐喝や脅迫 

テロ行為 

繁華街におけるぼったくり 

自動車・バイクの盗難 

けん銃を使用した犯罪 

暴力団が関与した犯罪 

自動車など車内からの金品盗難 

その他 

特にない 

体感治安の向上について 

Ｑ２ 一昨年と比べて昨年は増えたと感じる犯罪がありますか（複数選択可）。 

－５－ 



【全 体】(ｎ=907)

26.2  

23.8  

11.4  

9.2  

7.2  

4.1  

2.6  

2.2  

1.9  

1.4  

1.2  

1.1  

0.8  

0.7  

0.7  

0.6  

0.3  

0.1  

0.1  

0.0  

0.0  

4.3  

0.2  

0% 10% 20% 30%

 

 

 

 

 

 

 

※ グラフ右側の数値は、平成２４・２５年度第４回アンケート実施時のものです。 

前回までの結果 

２５年度 ２４年度 

4.2 4.3 

30.6 31.2 

14.9 7.6 

9.2 20.7 

1.5 1.3 

7.5 6.6 

14.9 4.5 

2.2 2.2 

2.5 6.3 

1.2 2.7 

1.5 2.4 

1.1 2.9 

1.4 2.0 

1.1 選択肢なし 

1.1 選択肢なし 

0.4 0.7 

0.2 0.1 

0.0 0.6 

0.4 0.6 

0.1 0.0 

0.8 0.5 

2.5 2.4 

0.4 0.5 

覚せい剤や危険ドラッグなどの薬物犯罪 

強盗や殺人・通り魔殺傷事件などの凶悪事件 

母さん助けて詐欺などの振り込め詐欺 

インターネットを利用した犯罪 

テロ行為 

来日外国人による犯罪 

ストーカーやつきまとい 

暴行や傷害 

少年による犯罪 

悪質商法 

痴漢や盗撮などのわいせつ行為 

空き巣などの屋内に侵入しての泥棒 

暴力団が関与した犯罪 

ひったくり 

夫婦間暴力（ＤＶ）や家庭内暴力 

恐喝や脅迫 

繁華街におけるぼったくり 

自動車・バイクの盗難 

自転車の盗難 

自動車など車内からの金品盗難 

けん銃を使用した犯罪 

その他 

特に力を入れるべき犯罪はない 

体感治安の向上について 

Ｑ３ 警察は、今後、どのような犯罪の発生を減らすことに最も力を入れるべきだと思いますか。 
 該当する項目を一つだけ選んでください。 

－６－ 



【全 体】(ｎ=907)

身近で 

発生する 

不安がある 

34.9% 

悪質だと思う 

25.2% 

発生が多い 

と思う 

22.8% 

警察の取組が 

足りないと思う 

6.8% 

その他 

10.3% 

Ｑ３で警察が最も力を入れて減らすべきと思う犯罪として 

選択された上位４つの犯罪についてその理由 

34.8 

36.1 

34.3 

19.4 

47.0 

22.8 

29.4 

16.7 

40.8 

20.5 

25.2 

18.9 

42.1 

30.1 

10.8 

6.8 

4.2 

2.8 

2.9 

14.5 

10.3 

11.3 

4.2 

6.8 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近で発生する不安がある 発生が多いと思う 悪質だと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（ｎ＝９０７） 

 

覚せい剤や危険ドラッグなどの 

薬物犯罪（ｎ＝２３８） 

 

強盗や殺人・通り魔殺傷事件などの 

凶悪事件（ｎ＝２１６） 

 

母さん助けて詐欺などの 

振り込め詐欺（ｎ＝１０３） 

 

インターネットを利用した犯罪（ｎ＝８３） 

 

 

体感治安の向上について 

Ｑ４ Ｑ３で警察が最も力を入れて減らすべき犯罪として回答を選択したのはどうしてですか。 

   該当する項目を一つだけ選んでください。 

－７－ 

警察の取組が 
足りないと思う 

その他 



【全 体】(ｎ=907)

必要である 

75.1% 

どちらかというと

必要である 

18.3% 

どちらかというと

必要ではない 

2.2% 

必要ではない 

2.8% 
わからない 

1.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供のスマートフォン利用に対するルールづくりについて 

Ｑ５ 子供のスマートフォン保有率が増加傾向にありますが、子供にスマートフォンを持たせる 

に当たり、その利用に一定の制限を与えるなどルールを設けることについてどう思いますか。 

該当する項目を１つだけ選んでください。 

－８－ 



【全 体】(ｎ=847)

58.1  

46.5  

36.6  

27.5  

17.6  

7.2  

2.6  

3.9  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５で「必要である」又は「どちらかというと必要である」を選択した方にお尋ねしました。 

（９３．４％ ８４７人） 

子供が犯罪の被害等に遭うのを防ぐ 

違法・有害な情報（サイト）の閲覧をさせない 

スマートフォン（ゲームやメール等の利用）に 

依存させない 

現実社会と同様にルールやマナーは必要 

友人間のトラブルが心配 

いじめが心配 

何となく不安 

その他 

わからない 

Ｑ６ 子供のスマートフォン利用に対し、ルールが必要だと思うのはどうしてですか。 

   該当する項目を２つ選んでください。 

－９－ 

子供のスマートフォン利用に対するルールづくりについて 



【全 体】(ｎ=847)

78.2  

60.7  

54.8  

38.6  

34.0  

27.5  

6.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５で「必要である」又は「どちらかというと必要である」を選択した方にお尋ねしました。 

（９３．４％ ８４７人） 

利用できるアプリを制限する 

フィルタリングを外さない 

利用できる時間を決める 

ルール違反をした場合の約束事を決める 

学校には持って行かない 

利用できる場所を決める 

その他 

Ｑ７ 子供がスマートフォンを利用するに当たり、どのようなルールが必要だと思いますか（複 

数選択可）。 

－１０－ 

子供のスマートフォン利用に対するルールづくりについて 



【全 体】(ｎ=847)

78.7  

48.1  

47.3  

45.8  

15.8  

3.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５で「必要である」又は「どちらかというと必要である」を選択した方にお尋ねしました。 

（９３．４％ ８４７人） 

家庭で家庭の状況に応じたルールをつくる 

学校でルールをつくる 

公的機関がルールに関する基準を定める 

事業者等がルールをつくる 

子供の友人同士でルールをつくる 

その他 

Ｑ８ ルールを子供に守ってもらうためには、どのようなところでルールをつくることが必要だ 

と思いますか（複数選択可）。 

－１１－ 

子供のスマートフォン利用に対するルールづくりについて 



【全 体】(ｎ=907)

３０以上 

18.0% 

２０～２９ 

13.2% 

１０～１９ 

32.4% 

５～９ 

20.9% 

２～４ 

12.2% 
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3.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 

インターネットの利用について（パスワードの管理） 

Ｑ９  パソコンやスマートフォン等で会員制サイトやオンラインバンキング等を利用する際に 

は、ＩＤ・パスワードを登録してログインする必要があるところ、どのくらいのサイト等 

でＩＤ・パスワードを登録していますか。該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１２－ 



【全 体】(ｎ=907)

数種類の共通の 

パスワードを 

設定している 

70.5% 

全て異なる 

パスワードを 

設定している 

18.1% 

全て同じ 

パスワードを 

設定している 

6.9% 

わからない 

3.2% 

複数のＩＤ等を 

登録して 

利用していない 

1.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１０ 利用するサイトやサービスごとに異なるパスワードを設定していますか。 

    該当する項目を１つだけ選んでください。 

 

－１３－ 

インターネットの利用について（パスワードの管理） 



【全 体】(ｎ=907)

60.3  

23.0  

16.6  

5.2  

4.3  

3.5  

6.3  

0.4  

0% 20% 40% 60% 80%

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手帳やメモ帳など紙に書いて記録している 

全て記憶している 

インターネットに接続しているパソコン等に 

保存している 

クラウドサービス上に保存している 

パスワード管理専用アプリケーションを利用している 

インターネットに接続していないパソコン等に 

保存している 

その他 

パスワードを設定していない 

Ｑ１１ パスワードをどのように管理していますか（複数選択可）。 

インターネットの利用について（パスワードの管理） 

－１４－ 



【全 体】(ｎ=903)

１年以上 

変更して 

いない 

58.8% 情報流出の 

報道等が 

あった際に 

変更している 

18.7% 

半年から 

１年毎に 

変更している 

16.5% 

数か月以内に 

変更している 

6.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１２ パスワードを定期的に変更していますか。 

    該当する項目を１つだけ選んでください。 

 

インターネットの利用について（パスワードの管理） 

－１５－ 



【全 体】(ｎ=907)

使用している 

79.8% 

使用して 

いない 

13.2% 

使用 

しているか 

どうか 

わからない 

6.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１３ パソコン等をインターネットに接続するに当たり、家庭用ルーターを使用しています 

か。該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１６－ 

インターネットの利用について（家庭用ルーターの管理） 



【全 体】(ｎ=907)

知っている 

55.3% 
知らない 

33.5% 

わからない 

11.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１４ 家庭用ルーターが、悪意を持った者からアクセスされ、インターネットバンキングを 

利用した不正送金やインターネットサービスを停止させる攻撃に悪用される可能性があ 

ることを知っていますか。該当する項目を１つだけ選んでください。 

 

－１７－ 

インターネットの利用について（家庭用ルーターの管理） 



【全 体】(ｎ=907)

行っている 

48.8% 

行っていない 

27.5% 

わからない 

23.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１５ 家庭用ルーターの脆弱性への対策として、製造会社が提供する内部ソフトウェアのア 

ップデート（更新）を行っていますか。該当する項目を１つだけ選んでください。  

 

－１８－ 

インターネットの利用について（家庭用ルーターの管理） 



【全 体】(ｎ=907)

76.0  

65.8  

31.6  

26.8  

19.7  

16.2  

5.1  

4.0  

0% 30% 60% 90%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロバイダからの通知（メール、はがき、電話等） 

製造会社からの通知（メール、はがき、電話等） 

テレビ、ラジオ等の報道による注意喚起 

警察による広報・啓発 

新聞広告、折り込みチラシでの注意喚起 

その他の官公庁による広報・啓発 

その他 

わからない 

Ｑ１６ 家庭用ルーターの内部ソフトウェアのアップデートについて、更なる普及を図るにはど 

のような方法が効果的だと思いますか（複数選択可）。 

インターネットの利用について（家庭用ルーターの管理） 

－１９－ 



【全 体】(ｎ=907)

１日に１０通以上 

20.3% 

１日に５～９通 

14.0% 

１日に２～４通 

16.0% 

１日に１通以下 

33.0% 

受け取ったことが

ない 

14.4% 

わからない 

2.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２０－ 

Ｑ１７ どのくらいの頻度で身に覚えのないメールが送られてきますか。 

該当する項目を１つだけ選んでください。 

インターネットの利用について（メール） 



【全 体】(ｎ=755)

52.1  

49.9  

48.1  

42.3  

39.7  

18.9  

17.6  

9.4  

8.7  

2.5  

0% 20% 40% 60%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１７で「受け取ったことがない」又は「わからない」以外を選択した方にお尋ねしました。 

（８３．３％ ７５５人） 

商品・サービスの宣伝、セール情報 

友達募集、出会い系 

くじに当選、無料プレゼント 

アダルト系 

仕事紹介、儲け話 

利用した覚えのない料金の請求 

なりすまし 

チェーンメール 

その他 

わからない 

Ｑ１８ 身に覚えのないメールについては、どのような内容のものでしたか（複数選択可）。 

インターネットの利用について（メール） 

－２１－ 



【全 体】(ｎ=755)

68.3  

14.6  

6.2  

3.7  

3.2  

0.5  

0.1  

24.1  

6.5  

0% 20% 40% 60% 80%

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１７で「受け取ったことがない」又は「わからない」以外を選択した方にお尋ねしました。 

（８３．３％ ７５５人） 

件名のみ確認する 

本文の途中まで読む 

本文の最後まで読む 

迷惑メール相談センター等専門機関に相談する 

通信事業者やプロバイダに相談する 

本文に記載されたＵＲＬがあればクリックする 

本文に添付されたファイルがあればクリックする 

その他 

特に何もしない 

Ｑ１９ 身に覚えのないメールを受け取った際、どのように対応していますか（複数選択可）。 

－２２－ 

インターネットの利用について（メール） 


